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環境保全関係の責任者及び担当者の連絡先

責任者　：　河合　浩

担当者　：　桜井　正人、兵藤　尚隆

連絡先　：　電話　0532-61-5271　FAX　0532-61-5703

事業の内容

　・水質、飲料水、底質等分析

　・ばい煙、悪臭、室内空気中化学物質、各種有害物質等大気分析

　・土壌、廃棄物等調査分析

　・騒音、振動調査

　・作業環境測定

　・廃棄物処理施設建設等に伴う環境アセスメント

事業登録

事業の規模

　１０８　百万円

　9　人

　7　台

　280　㎡

対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

対象範囲 全組織・全活動・全従業員

レポートの対象期間及び発行日

対象期間　：　２０２２年１２月　～　２０２３年１１月

発行日　　：　２０２４年１月10日　　

組織の概要

　代表取締役　兵藤　誠

　愛知県豊橋市岩屋町字岩屋下３３番地の３０

　昭和４８年８月１日

　１，０００万円

「作業環境測定機関」

愛知県知事登録（第513号）

愛知県知事登録（第563号）

愛知労働基準局長登録（第23-34号）

「騒音レベルに係る計量証明事業」

組織の概要

事 業 者 名 ： 　環　境　技　術　株　式　会　社

売 上 高 ：

従 業 員 数 ：

車 両 台 数 ：

「濃度に係る計量証明事業」

「建築物飲料水水質検査業」 愛知県知事登録（愛知県56水第20号）

「振動加速度レベルに係る計量証明事業」
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愛知県知事登録（第292号）

所 在 地 ：

設 立 ：

資 本 金 ：

代 表 者 名 ：

延 べ 床 面 積 ：



・二酸化炭素排出量の削減 （電力、ガソリン使用量の節約）

・紙資源投入量の削減

・水道水投入量の削減

・廃棄物排出量の削減

・グリーン購入の促進

・有害化学物質の把握、管理

・製品・サービスの環境配慮

環境経営方針

３．環境改善の継続

４．方針の公開

基　本　理　念

環境技術株式会社は、環境計量に携わる企業として、環境保全が人類共通の責務であることを認識し、より
良い地球環境の創造に向けた活動に積極的に取り組みます。

基　本　方　針

１．法規制の遵守

２．省エネ・省資源の推進

環境保全に関する法規制、環境関連要求事項を遵守する。

社員の環境保全に対する意識向上を図り、以下の削減を通じて環境負荷低減を図る。

環境負荷低減の目標達成のために状況を常に把握し、継続的な環境改善を推進する。
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2018 年 12 月 29 日

兵藤　誠

環　境　技　術　株　式　会　社

本方針、環境活動レポートは、全社員に周知徹底するとともに、社外にも積極的に公開する。

改定日



環境経営目標

　※電力ＣＯ2調整後排出係数　0.472　kg-CO2/kWh（2017年）

　※LPGは使用量が少ないため、目標には入れない。

　※廃棄物は一般廃棄物と産業廃棄物

㎏/百万円

総量　㎏

7.3

719

㎏/百万円

総量　㎏

1.10

109

㎥/百万円

総量　㎥

415

41062

kWh/百万円

総量　kWh

L/百万円

CO2総量　㎏

80.0

18394

　2018年から2020年の実績値の平均値を基準に目標を以下の通りとする。

76.0（-5％）

品
1品目追加

（新規品対象）

環境経営目標

ガソリン使用量削
減

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

紙使用量削減

２０２５年度目標

3.07

２０２４年度目標２０２３年度目標
基準

2018年～2020年平均
売上　99

単位

-

1品目追加
（新規品対象）

使用量、保管量を把握
し、記録管理

朝倉川の水質調査

使用量、保管量を把握し、記
録管理

292

水道水使用量の削減

廃棄物の排出量削減

グリーン購入の促進

化学物質使用量の管理

製品・サービスの環境配慮

7.1（-3％）

-

295304

77.6（-3％） 76.8（-4％）

1品目追加
（新規品対象）

105

7.0（-4％）

-

1品目追加
（新規品対象）

使用量、保管量を把握し、記
録管理

朝倉川の水質調査

106

403（-3％）

39830

398（-4％）

39420

394（-5％）

39009

104

2.98（-3％） 2.95（-4％） 2.92（-5％）

289

17842 17659 17474

1.07（-3％）

18412
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6.9（-5％）

697 690 683

1.06（-4％） 1.05（-5％）

使用量、保管量を把握し、記
録管理

朝倉川の水質調査

電気使用量削減

総量　L 7923 7685 7606 7527

CO2総量　㎏ 19381 18800 18606



取組み 2022年12月～2023年11月　　社員全員で取組

二酸化炭素排出量削減に向けた取組み

電力使用量削減

・空調の温度を設定管理する

・省エネ設備の導入

・使用していない機器、必要のない照明の電源を切る

ガソリン使用量削減

・車両毎に管理者を設定し定期点検、オイル交換、空気圧チェック等行い燃費の悪化を予防する

・省エネ運転を徹底する

・車両の入替え、新規購入時は低燃費車へ切り替える

紙類使用量削減に向けた取組み

・印刷済み用紙を裏紙として再利用する

・再生紙の利用を促進する

・両面印刷の推進

・可能な事はペーパーレス化する。（印刷、コピーの削減等）

水道水使用量の削減に向けた取組み

・水道管の漏水チェックを毎月行う

・こまめに蛇口を止め節水を心がける

廃棄物の排出量削減に向けた取組み

・機器や道具などの手入れをする

・ごみの分別を徹底する

・トナーカートリッジのリサイクルを徹底する

・分析試料の残り等は、お客様へ返品する

その他の取り組み

・グリーン購入の促進

・化学物質使用量の管理

・排出水の検査（毎週）、10月は42項目検査

・環境情報や分析方法等の教育（毎月）、緊急事態の訓練（12月）

・会社周辺の清掃

・豊川水系の河川水質等を毎月検査

　　（検査結果はホームページにて公開）

環境経営計画
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環境経営計画に基づき実施した取組内容

排出水の検査

グリーン購入の促進

水道水使用量の削減

・水道管の漏水チェックを毎月行った。

・こまめに蛇口を止め節水を心がけた。

・分析試料の残り等は、お客様へ返品した。

・排出水を毎週、年１回は42項目の検査を行った。

・新商品のチェックをした。

ガソリン使用量削減

紙使用量の削減

・印刷済み用紙を裏紙として再利用した。

・再生紙の利用を促進した。

・両面印刷の推進をした。

環境経営目標

電力使用量削減

・可能な事はペーパーレス化した。

・省エネ運転を徹底した。

・保管量を管理した。

廃棄物の排出量削減

・機器や道具などの手入れをした。

・ごみの分別を徹底した。

・トナーカートリッジのリサイクルを徹底した。

有害化学物質の把握、管理
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環境情報や教育、緊急事態訓練

製品・サービスの環境配慮

･環境情報、教育を毎月行った。

・緊急事態の訓練（年1回）をした。

豊橋市SDGｓの目指す将来像の「豊川水系の水環境及び森林環境が持続可能な活動
や教育により保全されている」よりパートナー企業として豊川水系の朝倉川の水質を毎
月調査（豊橋市より許可済）、ごみゼロの日付近に会社周辺の清掃をした。

取組内容

・空調の温度を設定管理した。

・使用していない機器、必要のない照明の電源を切った。

・車両毎に管理者を設定し定期点検、オイル交換、空気圧チェック等を行い燃費の悪化
を予防した。



実施体制

エコアクション２１実施体制

　　承認者　代表取締役

　　　　　　　　　　兵藤　誠

・維持、管理、実行状況の監査
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・環境経営システムの構築

環境事務局・委員

全社員

代表者

・環境経営方針、環境経営目標等を理解し取組みの実施

・文書類の作成

・環境経営レポートの承認

・文書類の管理

代表者

環境管理責任者

・実施体制の構築

・資源（人材・設備・費用）の準備

環境事務局・委員

全社員

桜井　正人

・経営における課題とチャンスの明確化

兵藤　尚隆

河合　浩

代表取締役　　兵藤　誠

・環境経営計画への自主的、積極的な参加

環境管理責任者

・環境経営方針制定

・教育、訓練の実施、管理

・環境経営レポートの作成

・外部からの苦情等の受付、対応及び結果の記録

・全体の評価、見直し・指示

・運用、維持し状況を代表者へ報告する



環境経営目標の実績

CO2排出量

　※電力ＣＯ2調整後排出係数　0.472　kg-CO2/kWh（2017年）

売上高　１０８（百万円）

朝倉川の水質調査

化学物質使用量の管理 使用量、保管量を把握し、記録・管理

製品・サービスの環境配慮

○

697

106

298

グリーン購入の促進

２０２３年度（２０２２年１２月～２０２３年１１月）の実績です。

使用量、保管量を把握し、記録・管理

結果２０２３年度実績２０２３年度目標

○

○

電気使用量削減(kWh/百万円)

〇

295

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

総量　㎏

7.1（-3％） 6.5

環境経営目標

1品目追加

403（-3％）

17842

77.6（-3％）

39830

7685

総量　kWh

CO2総量　㎏

ガソリン使用量削減(Ｌ/百万円)

CO2総量　㎏

18800

総量　L

㎏/百万円

1.07（-3％）

2.98（-3％） 2.76

総量　㎥

㎏/百万円

㎥/百万円

〇

（新規品対象）

新規品なし

排出量（㎏-CO2）

705

朝倉川の水質調査

35007

7

紙使用量削減

水道水使用量の削減

総量　㎏

廃棄物の排出量削減

〇

－

○：目標達成　　×：目標未達成

×

1228

361

61.4

18397

15382

159

38978

6630

1.47

18397

ガソリン

LPGガス

基準（2018年～2020年平均）

排出量（㎏-CO2）

19381

エネルギーの種類

18394

772

-9.2

電気

増減％

-5.1

-16.4

59.0

合計 38548

15382

2023年度



環境経営計画の取組結果とその評価

・新たな商品がなかった為に０品となっ
た。新製品情報を毎月確認しました。

・化学物質の仕入量、使用量、在庫量を
個別記録チェックを行い、相違のないこと
を確認しました。

取組結果

・簡単に分解メンテナンス出来るものは清
掃等を行いました。使用済みトナーカート
リッジはメーカーに全てリサイクルに出しま
した。

・毎月元栓からの漏水を点検しました。

・印刷ミス等の紙は全て再使用又は再利
用しました。

・車両のタイヤ空気圧管理、オイル管理を
行いました。

・空調の適正管理（設定値の確認、室内
温度の確認）、必要のない物の電源は切
りました。

環境経営目標 取組内容 評価

電力使用量削減

・空調の温度を設定管理します。

○

・省エネ設備の導入を促進します。

・使用していない機器、必要のない照明の
電源を切ります。

ガソリン使用量削減

・車両毎に管理者を設定し定期点検、オイル交
換、空気圧チェック等を行い燃費の悪化を予防し
ます。

○・省エネ運転を徹底します。

・車両の入替え、新規購入時は低燃費車
へ切り替えます。

紙使用量の削減 ×
・両面印刷を推進します。

・可能な事はペーパーレス化します。

・再生紙の利用を促進します。

水道水使用量の削減

・水道管の漏水チェックを毎月行います。

○・こまめに蛇口を止め節水を心がけます。

・印刷済み用紙を裏紙として再利用します。

廃棄物の排出量削減

・機器や道具などの手入れをします。

○
・ごみの分別を徹底します。

・トナーカートリッジのリサイクルを徹底しま
す。
・分析試料の残り等は、お客様へ返品します。

・新製品のチェックを行います。

-

・排出水を毎週、年１回は42項目の検査を
行います。

・緊急事態の訓練（年1回）を行います。

有害化学物質の把握、管理

・保管量を管理します。

・検査を実施し、問題はありませんでした。
（42項目検査は3,7月に実施。）

・環境専門誌を基に情報の周知、教育を
行いました。緊急事態訓練実施（12月）。

○

○

グリーン購入の促進
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製品・サービスの環境配慮

豊橋市SDGｓの目指す将来像の「豊川水系の水
環境及び森林環境が持続可能な活動や教育に
より保全されている」よりパートナー企業として豊
川水系の朝倉川の水質を毎月調査（豊橋市より
許可済）、ごみゼロの日付近に会社周辺の清掃
を行います。

排出水の検査 ○

環境情報や教育、緊急事態訓練

･環境情報、教育を毎月行います。

○

・朝倉川の水質調査を行いました。河川に
異常等はなかった。ごみゼロは5月31日に
実施しました。



次年度の環境経営目標及び環境経営計画

次年度の環境経営目標

次年度の環境経営計画

環境経営計画については今年度の取組を継続します。
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kWh/百万円

CO2総量　㎏

L/百万円

CO2総量　㎏

7.3

719

電気使用量削減

ガソリン使用量削減

18394

-

㎏/百万円

総量　㎏

㎥/百万円

総量　㎥

環境経営目標

1.10

109

3.07

304

有害化学物質使用量の管理

製品・サービスの環境配慮

単位

品
1品目追加

（新規品対象）

-

1回/月

㎏/百万円

総量　㎏

使用量、保管量を把握し、記録管理

基準
（2018年～2020年平均）

415

19381

80.0

グリーン購入の促進

廃棄物の排出量削減

水道水使用量の削減

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

紙使用量削減
1.06（-4％）

105

２０２４年度目標

398（-4％）

18606

76.8（-4％）

使用量、保管量を把握し、記録管理

朝倉川の水質調査

2.95（-4％）

292

7.0（-4％）

690

1品目追加
（新規品対象）

総量　L 7923

41062 39420

7606

17659

総量　kWh



環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟などの有無

　　　　　法規確認日　2023年1月19日

水質汚濁防止法

廃棄物処理法

・適正処理と減量

・ﾏﾆﾌｪｽﾄによる処理の確認

浄化槽法 分離接触ばっ気方式浄化槽

・水質の測定（毎週2項目、年1回 42項目）

・洗浄施設（特定施設）　地下水汚染の未然防止

・洗浄施設（特定施設）

毒物及び劇物取締法

・特定毒物使用許可

・入出庫記帳

・盗難、紛失等の防止

・毒物及び劇物の表示

・変更等なし

・表示済み

・記帳の確認済み

法　令　名 該当設備・活動等
遵守状況・評価

確認事項 判定

使用設備及び事業活動に適用される法令

計量法
・事業規定の届出

・計量器の検定及び検査

・事業規定に変更なし

・満了日前に検定、検査を実施

作業環境環境測定法
・事業規定の提出

・有害物質取扱作業場としての該当なし

放射線障害防止法 ・使用、予防規定、主任者の届出

・事業規定に変更なし

・届出に変更なし

・管理状況報告書を提出済み

・処理業者との契約

土壌汚染防止法 洗浄施設

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出

・契約済み

・自主基準値を満足

・点検、湛水試験実施

・届出済

・マニフェストE票で確認

フロン排出抑制法 業務用エアコンの目視点検
・廃棄実績なし

・エアコンと室外機の簡易点検

・提出済み

家電ﾘｻｲｸﾙ法 家電４品目の廃棄

○

・清掃、点検保守、法定検査、業者に委
託し、報告書にて確認

○

○

○

・廃棄実績なし ○

・特定有害物質の使用記録

事業活動に適用される法令（環境関係以外）

環境関連法規等の違反はありませんでした。また、関係機関等からの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。

2023年12月28日
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・盗難、紛失等なし

○

・分別保管、重量計量、自己搬入、現地確認

○

○

○

○



代表者による全体の評価と見直し・指示

【コメント・指示】

環境経営方針の変更 □ 有 ■ 無

環境経営目標の変更 □ 有 ■ 無

環境経営計画の変更 □ 有 ■ 無

環境経営システムの変更 □ 有 ■ 無

実施体制の変更 □ 有 ■ 無

変更有の場合、その理由

代表者による全体の評価と見直し・指示
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　【システム変更の必要性】

今年は紙以外は良好の結果でした。紙については無駄が発生しないように更に心がけるように。脱炭
素社会に向けた新たな取組のアイデアを社員より募集すること。


